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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
 

≪
氷
壁
の
城
の
主
≫

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
５
２
２
Ｏ

【
作
者
名
】

　
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ

【
あ
ら
す
じ
】

　
機
動
六
課
解
散
か
ら
３
年
。

ミ
ッ
ド
チ
ル
ダ
は
、
緩
や
か
に
だ
か
平
和
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
た
。

だ
が
、
そ
の
平
和
を
嘲
笑
う
が
如
く
、
ミ
ッ
ド
チ
ル
ダ
に
突
然
訪
れ
た
、
連
続

猟
奇
殺
人
事
件
。

機
動
六
課
の
元
メ
ン
バ
ー
に
届
い
た
招
集
。
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聖
王
教
会
最
強
の
騎
士
。

ま
た
、
彼
女
達
を
中
心
に
物
語
は
紡
が
れ
る
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

―
―
―
―
―

第
１
管
理
世
界
、
ミ
ッ
ト
チ
ル
ダ
の
最
北
端
に
、
地
図
に
も
載
っ
て
な
い
、
と

あ
る
島
が
あ
る
。

そ
の
島
の
季
節
は
一
年
中
冬
で
あ
り
、
吹
雪
が
絶
え
ず
吹
き
荒
れ
て
い
る
。

そ
れ
故
に
、
人
が
住
め
る
様
な
環
境
で
は
な
い
。

だ
が
、
そ
の
島
に
は
建
築
物
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
の
建
築
物
を
一
言
で
言
い
表
す
な
ら
ば
、
巨
大
な
”
ド
ー
ム
”
で
あ
る
。

”
ド
ー
ム
”
は
、
楕
円
形
を
半
分
に
割
っ
た
様
な
形
を
し
て
い
る
。

一
年
中
吹
き
荒
れ
る
吹
雪
に
も
ビ
ク
と
も
し
な
い
そ
の
堅
牢
な
楕
円
半
球
形
の

ド
ー
ム
は
、
関
係
者
か
ら
”
絶
対
氷
壁
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

”
絶
対
氷
壁
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
由
縁
は
、
”
絶
対
に
、
外
部
か
ら
の
無
断
侵

入
及
び
、
破
壊
は
不
可
能
”
だ
か
ら
だ
。

故
に
こ
の
”
絶
対
氷
壁
”
を
破
壊
出
来
た
者
は
、
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
。
無

論
、
侵
入
出
来
た
者
も
い
な
い
。

そ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
”
絶
対
氷
壁
”
と
呼
ば
れ
る
こ
の
ド
ー
ム
の
中
で
あ

ろ
う
。

氷
壁
の
中
は
、
外
の
吹
雪
が
吹
き
荒
れ
る
世
界
と
は
一
変
し
て
陽
光
の
様
な
明

か
り
に
包
ま
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
巨
大
な
城
が
佇
ん
で
い
る
。
城
は
ド
ー
ム
の
天
井
に
届
き
そ
う
な
位

に
巨
大
だ
が
、
そ
の
巨
大
さ
に
似
合
わ
な
い
程
に
綺
麗
な
装
飾
が
施
さ
れ
い
る
。

こ
こ
は
『
氷
壁
の
城
』
。
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世
俗
と
は
完
全
に
逸
脱
し
た
場
所
。

そ
れ
故
に
、
普
通
と
は
違
い
、
危
険
な
物
が
あ
る
。

こ
こ
は
保
管
庫
。

古
代
遺
失
物
『
ロ
ス
ト
ロ
ギ
ア
』
を
封
印
し
、
管
理
す
る
た
め
の
場
所
。

此
所
に
は
数
え
切
れ
な
い
程
の
古
代
遺
失
物
が
保
管
さ
れ
、
と
あ
る
家
系
に
よ

り
管
理
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
家
系
と
は
、
か
つ
て
古
代
ベ
ル
カ
に
て
覇
王
と
言
わ
れ
た
者
の
分
家
に
当

た
る
。

だ
が
こ
の
家
系
の
子
孫
は
、
今
や
指
の
数
程
も
居
な
い
。

た
っ
た
一
人
、
今
は
一
人
だ
け
だ
。

今
日
こ
の
日
よ
り
…
。

―
―
―
―
―

辺
り
一
面
の
血
の
海
に
、
沈
む
は
幾
多
の
屍
。

そ
の
場
景
は
、
ま
さ
に
地
獄
。

鼻
を
つ
く
血
と
腐
肉
と
、
焼
き
ご
か
さ
れ
た
人
肉
の
臭
い
。

流
れ
る
鮮
血
と
、
潰
さ
れ
た
頭
部
か
ら
飛
び
出
た
脳
髄
。

屍
の
山
と
、
掻
き
漁
ら
れ
た
内
蔵
に
、
引
き
摺
り
出
さ
れ
た
腸
。

血
の
海
を
泳
ぐ
眼
球
は
充
血
し
、
血
と
同
じ
色
に
染
ま
っ
て
い
る
。

割
り
箸
の
様
に
裂
か
れ
た
四
肢
は
骨
身
を
晒
し
、
人
の
中
身
の
醜
い
部
分
を
表

し
て
い
る
か
の
様
だ
。

…
そ
し
て
、
普
段
は
優
し
げ
な
表
情
や
厳
し
い
表
情
、
悲
し
い
表
情
や
怒
っ
た

表
情
な
ど
の
さ
ま
ざ
な
表
情
を
見
せ
て
い
た
顔
は
、
も
う
見
る
影
も
な
い
程
に

豹
変
し
て
い
る
。

皮
膚
は
刈
り
剥
が
さ
れ
、
耳
や
鼻
、
唇
は
削
ぎ
落
と
さ
れ
、
眼
球
は
く
り
貫
か

れ
、
頭
髪
は
皮
膚
と
一
緒
に
引
き
剥
が
さ
れ
て
い
て
、
…
表
情
は
も
う
判
別
の
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仕
様
も
無
い
。

だ
が
、
そ
ん
な
地
獄
に
た
っ
た
一
人
、
佇
む
影
。

影
は
、
碧
銀
の
長
髪
に
、
鋭
い
光
り
を
放
つ
碧
眼
で
、
あ
ま
り
に
も
こ
の
場
に

似
合
わ
な
い
綺
麗
な
容
姿
を
し
て
い
た
。

し
か
し
、
身
体
中
を
血
の
色
に
染
め
て
い
た
。

こ
の
場
を
支
配
す
る
は
地
獄
。

憎
悪
、
怨
念
、
狂
気
、
悲
し
み
、
苦
し
み
が
渦
巻
く
。

そ
ん
な
場
に
、
彼
が
居
る
意
味
な
ど
、
誰
も
知
ら
な
い
、
彼
自
身
す
ら
知
ら
な

い
。
…
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
た
だ
、
彼
は
立
ち
尽
く
す
。

こ
の
地
獄
た
る
世
界
に
…
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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